
苫小牧市公共交通協議会

○地域公共交通の課題
・人口減少等に比例した路線バス利用者の減少。
・運行経費（燃料油脂類等）の高騰に伴う赤字路線の増加。
・赤字路線増加と運転手不足に伴う減便及び利便性の低下。
・JR及び路線バスダイヤの親和性不足（乗り継ぎが不便）。

○調査の主な内容
・協議会の開催
・苫小牧市地域公共交通計画改訂案の策定
・市内移動不便地域におけるAIデマンド交通の導入検討

○地域公共交通の現況
・JR室蘭線、千歳線、日高線
（錦岡駅、糸井駅、青葉駅、苫小牧駅、沼ノ端駅、植苗駅、勇払駅）
・道南バス株式会社（市内18路線、都市間2路線）
・あつまバス株式会社（都市間3路線）
・北海道中央バス株式会社（都市間1路線）

苫小牧市

苫小牧市は、北海道の胆振東部地方、札幌市から南に約５０㎞に位置しており、人口が約16万4千人と道内第４位の人口規模

を有している。市内の交通状況としては、国際拠点港湾である苫小牧港が立地しているほか、北海道の空の玄関である新千歳
空港までは約４０分程度と至近にある。道路については、市内に高速道路のICが６か所立地し、札幌、室蘭、日高方面に高規格

道路も含めた高速道路網を形成しており、それを補完する形で、国道、道道などによる交通ネットワークが形成されているなど、
移動及び物流の拠点都市としての性格を有している。

概 要

平成３０年１２月１９日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況
▸令和７年８月１９日〔第３回協議会〕

・苫小牧市地域公共交通計画改訂業務について（概要等説明、意見募集）
・勇払AIデマンドタクシーの実証運行業務について（概要等説明、意見募集）

▸令和７年11月17日〔第６回協議会〕
・苫小牧市地域公共交通計画改訂業務について（進捗等説明、意見募集）

▸令和７年11月21日〔第７回協議会：書面会議〕
・苫小牧市地域公共交通計画改訂業務について（議会提出、パブコメの実施合議）

公共交通の概要

← 市内西部

市内東部 →
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苫小牧市公共交通協議会 計画策定に係る事業の取組状況

＜調査内容及び結果＞
１.地域現況調査 ※代表的なものを抜粋して掲載

（１）地域別人口推移と高齢化率

（２）バス停・鉄道駅の将来人口カバーエリアとカバー率

（３）移動実態（通勤・通学流動、手段、発着地、時間帯別etc）

●事業の結果概要

＜結果＞
‣当市人口は、 Ｒ２年度の約17万人からＲ7年度11
月末 で約16.4万人まで減少（▲0.6万人）。
‣ 市中央部の人口減少率が特に高い一方、東部東
では唯一２.１％の増加。
‣ 加えて、近隣で大規模半導体工場や、市内で大

規模データセンター整備が進められているほか、北
海道栄高校の移転や苫小牧駅周辺の再開発の検
討も進められている。
⇒人口分布の変化により、中央部と東西を結ぶ
公共交通の新たな利用ニーズが発生する可能性。

＜結果＞
‣当市人口は、 Ｒ２年度の約17万人からＲ7年度11
月末 で約16.4万人まで減少（▲0.6万人）。
‣ 市中央部の人口減少率が特に高い一方、東部東
では唯一２.１％の増加。
‣ 加えて、近隣で大規模半導体工場や、市内で大

規模データセンター整備が進められているほか、北
海道栄高校の移転や苫小牧駅周辺の再開発の検
討も進められている。
⇒人口分布の変化により、中央部と東西を結ぶ
公共交通の新たな利用ニーズが発生する可能性。

＜結果＞
‣ 駅周辺や沼ノ端駅北側に人口集積が予測。
‣ バス停・駅徒歩圏の人口カバー率は約9割だが、

生活利用路線に限定した場合は約4割まで低下。
⇒高齢化が進行するなか、市民生活維持のため、
移動不便地域における新交通モードの検討が必要。

＜結果＞
‣ 駅周辺や沼ノ端駅北側に人口集積が予測。
‣ バス停・駅徒歩圏の人口カバー率は約9割だが、

生活利用路線に限定した場合は約4割まで低下。
⇒高齢化が進行するなか、市民生活維持のため、
移動不便地域における新交通モードの検討が必要。

＜結果＞
‣ 通勤・通学流動は７～８割が市内移動。

主に朝・昼・夕の３つのピークが存在。
‣ 移動需要（発着地）は東西軸上に所在する主要

施設（市役所、病院等）への移動が多く、路線
バスが経路を概ねカバーしている。
⇒学生等、公共交通機関に頼る必要性が高い

市民に対して広域的な交通ネットワークの整備が
必要。

＜結果＞
‣ 通勤・通学流動は７～８割が市内移動。

主に朝・昼・夕の３つのピークが存在。
‣ 移動需要（発着地）は東西軸上に所在する主要

施設（市役所、病院等）への移動が多く、路線
バスが経路を概ねカバーしている。
⇒学生等、公共交通機関に頼る必要性が高い

市民に対して広域的な交通ネットワークの整備が
必要。

地域別の人口推移 令和12年 高齢化率の予測

バス停・鉄道駅の将来人口カバーエリアとカバー率 基幹的なバス停・鉄道駅の将来人口カバーエリアとカバー率

苫小牧市からの通学先 時間帯別のトリップ数（平日データ） 移動の多い発着地（着地）
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平成○○年○月○○日設置
苫小牧市公共交通協議会 計画策定に係る事業の取組状況

＜調査内容及び結果＞
２.公共交通現況調査
（１）市内路線バスに関する分析（利用者数、運転手数、運行本数等の推移）

３.交通ニーズ把握調査 ４.勇払AIオンデマンドタクシー実証運行
◆市民、高校生アンケート調査 ◆移動不便地域におけるデマンド交通の導入検討

●事業の結果概要

＜結果１＞
‣ 利用者数について、新型コロナウイルス感染症の

収束に伴い、回復基調にあるものの、コロナ禍前の
水準には戻っていない。
‣ 車両数及び車両１台あたりの乗車人員も減少。
‣ バス運転手は、Ｒ２年96人からＲ７年の78人まで
減少しており、平均年齢は50代半ばとベテラン層が
占めている状況。
⇒利用者数の減少に伴う輸送効率の低下が発現。

今後加速する運転手の退職を見据え、人材確保が
急務。

＜結果１＞
‣ 利用者数について、新型コロナウイルス感染症の

収束に伴い、回復基調にあるものの、コロナ禍前の
水準には戻っていない。
‣ 車両数及び車両１台あたりの乗車人員も減少。
‣ バス運転手は、Ｒ２年96人からＲ７年の78人まで
減少しており、平均年齢は50代半ばとベテラン層が
占めている状況。
⇒利用者数の減少に伴う輸送効率の低下が発現。

今後加速する運転手の退職を見据え、人材確保が
急務。

＜結果２＞
‣ 令和７年の平日運行本数は292本/日で、令和３年の357本/日から約２割減少。
⇒運行本数の減少に伴う利便性の低下から利用者数の減少という負のスパイラルが懸念。

＜結果２＞
‣ 令和７年の平日運行本数は292本/日で、令和３年の357本/日から約２割減少。
⇒運行本数の減少に伴う利便性の低下から利用者数の減少という負のスパイラルが懸念。

＜市民アンケート＞
無作為抽出した1,500人に送付。
⇒497票回収（回収率33％）
＜高校生アンケート＞
苫小牧南高校、苫小牧総合経済
高校の全校生徒を対象に実施。
⇒275票回収（回収率34％）

＜結果＞
‣ 日常的に公共交通を利用しない理由は、
「自家用車を運転して移動できる」が59％
の最多回答。
‣ 公共交通の維持に向けた対策として、
「運賃値上げと乗換えの発生」と答えた
割合が37％と最も多く、次いで「利用者

の少ない路線の統廃合や廃止」と答えた
割合が27％存在した。
‣高校生からは、「混雑していて乗れな
い」、「便数を増やしてほしい」という意見
が複数あったほか、キャッシュレス決済
導入や通学定期割引率の向上を求める
意見も見られた。

＜結果＞
‣ 日常的に公共交通を利用しない理由は、
「自家用車を運転して移動できる」が59％
の最多回答。
‣ 公共交通の維持に向けた対策として、
「運賃値上げと乗換えの発生」と答えた
割合が37％と最も多く、次いで「利用者

の少ない路線の統廃合や廃止」と答えた
割合が27％存在した。
‣高校生からは、「混雑していて乗れな
い」、「便数を増やしてほしい」という意見
が複数あったほか、キャッシュレス決済
導入や通学定期割引率の向上を求める
意見も見られた。

＜結果＞
‣ 利用者登録実績は、90件。
‣ 運行期間中（平日18日間）に延べ142人が利用。
‣ 沼ノ端地域に設置した乗降スポット（病院や商業
施設等の合計17先）で利用者ニーズを概ね充足。
‣ 協力事業者（乗降スポット先）も、全先から負担感
がない旨を回答いただいており、実装時の協力を
得られるものと思料。

‣ 運行システム「ＭＩＴＴ」について、操作性が良好で
あった一方、音声AIの予約受付が十分に機能
しなかったため、改善の余地あり。
⇒地域交通の手段として有効性を検証し、市内
移動不便地域に対する横展開を検討する必要。

＜結果＞
‣ 利用者登録実績は、90件。
‣ 運行期間中（平日18日間）に延べ142人が利用。
‣ 沼ノ端地域に設置した乗降スポット（病院や商業
施設等の合計17先）で利用者ニーズを概ね充足。
‣ 協力事業者（乗降スポット先）も、全先から負担感
がない旨を回答いただいており、実装時の協力を
得られるものと思料。

‣ 運行システム「ＭＩＴＴ」について、操作性が良好で
あった一方、音声AIの予約受付が十分に機能
しなかったため、改善の余地あり。
⇒地域交通の手段として有効性を検証し、市内
移動不便地域に対する横展開を検討する必要。

市内路線バスの乗車人員と車両台数の推移 平日の運行本数の推移

苫小牧市内のバス運転手数及び平均年齢

市民アンケート調査（依頼文）

勇払AIオンデマンドタクシー（通称：あいとまタクシー）の周知用パンフレット
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苫小牧市公共交通協議会 計画策定に係る事業の取組状況

＜基本理念＞
「利便性と公平性のバランスを考慮した、みんなで守る公共交通」

＜目標＞
前頁以前に記載した調査により、現状・問題点等を左下図のとおり整理。
これに基づき、当市の地域公共交通を維持していくための基本目標を３つ設定。

① 通学・通院・買い物等日常生活のための公共交通サービスの維持
② ピーク時の需要に対応した快適な公共交通サービスの提供
③ 自動運転やAIオンデマンド交通等の導入
④ 自家用有償旅客運送の展開
⑤ 数量データに基づいた公共交通利用実態の分析と対応策の検討

⑥ 公共交通の運転手確保に向けた交通事業者と行政・地域の連携強化
⑦ 公共交通の維持につながる施策に充てるための財源の確保
⑧ 市民の公共交通利用意識の醸成

⑨ 年齢等に関わらず誰もが利用しやすい公共交通サービスの提供
⑩ 外国人を対象とした公共交通利用方法の提供
⑪ スムーズな決済サービスの提供

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

公共交通は、『市民の日常生活移動を支える基本的な社会インフラ』であり、単に利便性や効率性の一方のみを

追求するのではなく、両者のバランスを考慮しながら維持していくことが重要であある。また、行政や交通事業者だけでは
なく、地域が一体となって支えていくべきものであるとの考えに基づき、上記の基本理念を設定した。

公共交通は、『市民の日常生活移動を支える基本的な社会インフラ』であり、単に利便性や効率性の一方のみを

追求するのではなく、両者のバランスを考慮しながら維持していくことが重要であある。また、行政や交通事業者だけでは
なく、地域が一体となって支えていくべきものであるとの考えに基づき、上記の基本理念を設定した。

目標１：安心して住み続けるための公共交通の整備目標１：安心して住み続けるための公共交通の整備

目標２：地域で公共交通を守る体制構築目標２：地域で公共交通を守る体制構築

目標３：誰もが利用しやすい公共交通の実現目標３：誰もが利用しやすい公共交通の実現

当市における公共交通の課題
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苫小牧市公共交通協議会 計画策定に係る事業の取組状況

＜具体的な施策＞
公共交通ネットワークの将来像を以下のとおり掲げ、16の施策をPDCAサイクルに従って実践。

計画どおり適切に事業は実施された。

●事業実施の適切性

・事業は、計画どおり実施されている。

・地域公共交通計画改定での調査として、将来人口カバーエリア・カバー率等のデータ活用やデマンド交通実証運行等による計
画策定にむけた検討が行われ、また、状況の変化に対して多様な関係者からの意見も参考に調査結果をまとめることは大変だ
と思うが、今後も引き続き事業の完了に向けて取り組んでいただくとともに、調査から得られた課題等を反映した地域公共交通
計画をぜひ策定いただきたい。

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

将来ネットワーク図

施策体系図

PDCAサイクル

将来ネットワーク像の実現に向けて16の施策と各評価指標を設定。
PDCAサイクルに基づき計画の評価・改善を行いつつ、短期的にも各取組施策
の準備・実行・評価・見直しを短いスパンで実施していく。

将来ネットワーク像の実現に向けて16の施策と各評価指標を設定。
PDCAサイクルに基づき計画の評価・改善を行いつつ、短期的にも各取組施策
の準備・実行・評価・見直しを短いスパンで実施していく。

評価指標
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